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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月20日(2014.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）５～４０％の治療薬；
（ｉｉ）０．２５～０．３５ｄｌ／ｇの固有粘度を有する、１０～６０％のポリ－（Ｄ，
Ｌ－ラクチド）；
（ｉｉｉ）０．１６～０．２４ｄｌ／ｇの固有粘度を有する、５～２０％のポリ（Ｄ，Ｌ
－ラクチド）；
（ｉｖ）７３：２７～７７：２３のＤ，Ｌ－ラクチド：グリコリドのモル比、および０．
１６～０．２４ｄｌ／ｇの固有粘度を有する、５～４０％のポリ（Ｄ，Ｌ－ラクチド－コ
－グリコリド；および
（ｖ）３，０００～３，５００ｇ／ｍｏｌの分子量を有する、０～１５％のポリエチレン
グリコール
を含んでなる腔内インプラント。
【請求項２】
　（ｉ）２０％の治療薬；
（ｉｉ）０．２５～０．３５ｄｌ／ｇの固有粘度を有する、４５％のポリ－（Ｄ，Ｌ－ラ
クチド）；
（ｉｉｉ）０．１６～０．２４ｄｌ／ｇの固有粘度を有する、１０％のポリ（Ｄ，Ｌ－ラ
クチド）；
（ｉｖ）７３：２７～７７：２３のＤ，Ｌ－ラクチド：グリコリドのモル比、および０．
１６～０．２４ｄｌ／ｇの固有粘度を有する、２０％のポリ（Ｄ，Ｌ－ラクチド－コ－グ
リコリド；および
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（ｖ）３，０００～３，５００ｇ／ｍｏｌの分子量を有する、５％のポリエチレングリコ
ール
を含んでなる、請求項１に記載の腔内インプラント。
【請求項３】
　治療薬が眼症状を治療するための治療薬である、請求項１または２に記載の腔内インプ
ラント。
【請求項４】
　眼症状が緑内障または眼内圧亢進である、請求項３に記載の腔内インプラント。
【請求項５】
　治療薬がプロスタミドである、請求項１～４のいずれかに記載の腔内インプラント。
【請求項６】
　プロスタミドがビマトプロストである、請求項５に記載の腔内インプラント。
【請求項７】
　埋入後１ヶ月を超える期間の間、１日あたり約１００ｎｇの治療薬を放出する、請求項
１～６のいずれかに記載の腔内インプラント。
【請求項８】
　埋入後の最初の１ヶ月間にわたり治療薬の約７０％を放出する、請求項１～７のいずれ
かに記載の腔内インプラント。
【請求項９】
　少なくとも２つの、請求項１～８のいずれかに記載の生分解性腔内インプラントを提供
する工程；および
　前記インプラントを眼の前房に埋入する工程
とを含んでなる眼症状の治療方法において使用する、請求項１～８のいずれかに記載の腔
内インプラント。
【請求項１０】
　アプリケーターを使用して埋入される、請求項９に記載の腔内インプラント。
【請求項１１】
　前房内への埋入後２４時間以内に下角に沈降する、請求項９または１０に記載の腔内イ
ンプラント。
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